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特 集 交通安全はみんなの願い

増
加
す
る

�

町
内
で
の
交
通
事
故

　
昨
年
一
年
間
に
町
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
は
3
3
5
件
、う
ち

人
身
事
故
は
、
67
件（
死
亡
者
1

人
・
負
傷
者
1
0
4
人
）に
の
ぼ

り
、
対
前
年
比
で
人
身
事
故
＋
11

件
、
物
損
事
故
＋
31
件
、
負
傷
者

は
＋
27
人
と
、
一
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
特
に
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
と

相
ま
っ
て
、
高
齢
者（
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
）が
当
事
者
と
な
る
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
的
特
徴
と
し
て
は
、
昨
年
の
人

身
事
故
の
半
数
以
上（
36
件
）が

山
下
駐
在
所
管
内
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
で
の
交
通
集

中
地
区
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
道
路
別
発
生
状

況
で
は
、
国
道
で
の
発
生
が
最
も

多
く
四
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
町
で
の
発
生
も
お
よ
そ
三
割

と
、
身
近
な
生
活
道
路
に
も
危
険

が
潜
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

「
交
通
安
全
対
策

�

緊
急
会
議
」を
開
催

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
先
月
十
四

日
㈪
、
町
お
よ
び
亘
理
警
察
署
は

関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
や
各

行
政
区
長
等
を
招
集
し
、「
山
元

町
交
通
安
全
対
策
緊
急
会
議
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
齋
藤
町
長
は

「
残
念
な
が
ら
、
昨
年
中
の
町
内

に
お
け
る
人
身
事
故
お
よ
び
同
負

傷
者
数
が
、
と
も
に
前
年
対
比
で

増
加
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
事

態
を
深
く
受
け
止
め
、
町
か
ら
交

通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
す
と
と

も
に
、
こ
れ
以
上
交
通
事
故
の
犠

牲
と
な
る
町
民
を
出
さ
な
い
と
い

う
決
意
で
、
本
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」と
挨
拶
。

　
会
議
で
は
、
亘
理
警
察
署
か
ら

亘
理
郡
内
並
び
に
町
内
の
交
通
事

故
発
生
状
況
等
が
報
告
さ
れ
た
ほ

か
、
町
か
ら
各
団
体
等
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
職
域
・
家
庭

な
ど
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
の

重
点
実
施
事
項
を
要
請
し
た
ほ

か
、町
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策・

活
動
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
今
後
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
最
後
に「
交
通

安
全
宣
言
」を
決
議
し
、
今
後
の

交
通
安
全
の
推
進
お
よ
び
交
通
事

故
の
抑
止
を
誓
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
の
な
い

町
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　クルマ社会の進展は、物流の高速化や生活圏の拡大など様々な恩恵をもたらす反面、

悲惨な交通事故が“いつでも”“どこでも”発生する可能性を伴っています。

　誰もが、被害者や加害者となり得る交通事故。それは、当事者だけでなく、家族を

も深い悲しみに突き落としてしまう「最も身近な恐怖」と言えますが、現在の社会環境

に慣れてしまった私たちは、その意識が希薄になりがちではないでしょうか？

　クルマは、欠くことのできない生活の一部となった今だからこそ、私たち一人ひと

りが交通ルール・交通マナーの重要性を再認識し、どうすれば事故を防ぐことができ

るか、という交通安全に対する意識を高めていくことが求められています。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い

■ 町内における交通事故発生状況の推移
区　分 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

発生件数（件） 52（241） 70（228） 60（199） 56（213） 67（221）
死者（人） 0（� � 3） 3（� � 6） 1（� � 3） 1（� � 4） 1（� � 5）
傷者（人） 74（335） 101（326） 88（286） 77（281） 104（306）

物損事故（件） 297 255 230 237 268
※出典：県警本部資料（平成21年分まで公表済み）
※表内カッコ書きの数字は、亘理郡内の交通事故発生件数
※平成22年中発生件数（死者・傷物含む）および物損事故件数は亘理警察署調べ【概数】

■ 平成21年中の高齢・若年運転者
　 事故発生割合（町内）

区　分 高齢運転者 若年運転者

発生件数 11件 6件

割　合 19.6％ 10.7％

県平均 13.6％ 16.4％

増　減 6.0％ △5.7％

※出典：県警本部資料

交通事故ゼロに向けた決意を語る
齋藤町長

亘理警察署からの交通事故
発生状況の報告に熱心に耳
を傾ける出席者

出席者から活発な意見や要望が出
されました

交通安全宣言を力強く
朗唱する交通安全母の
会の赤沼会長

■ 平成21年中の道路別事故発生状況（町内）
区　分 国　道 県　道 町　道 その他
発生件数 24件 13件 16件 3件
割　合 42.9％ 23.2％ 28.6％ 5.4％
県平均 27.4％ 22.1％ 45.1％ 5.3％
増　減 15.1％ 1.1％ △16.5％ 0.1％

死　者 ― 1人 ― ―
傷　者 33人 18人 20人 6人

※出典：県警本部資料

■  平成22年中の町内駐在所管内別
　 人身事故発生状況

※亘理警察署調べ

山下駐在所 36件

山下駅前駐在所
13件

坂元駐在所 18件

54％19％

27％
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特 集 交通安全はみんなの願い

県道相馬亘理線県道相馬亘理線

国道6号国道6号

町道1号東街道線町道1号東街道線

交通安全宣言
　私たちは、町民すべての願いである、交通事故のない安全で快適な地域社会の実現を目指し、それぞれの
地域・職域・家庭などにおいて、様々な交通安全活動を展開してまいりました。
　しかし、本町における交通事故発生件数・死傷者数はいずれも増加傾向にあり、特に、山元町の礎を築かれ
た高齢者の皆様が関係する交通事故が年々増加し、さらに宮城県内では、飲酒運転という悪質かつ危険な運
転によって前途ある若者の命が奪われるなど、悲惨な交通事故は依然として後を絶たず、かけがえのない尊
い命が失われ、多くの人が傷つき、危険にさらされていることは憂慮に耐えません。
　私たちは、この事態を深く受け止め、山元町交通安全対策緊急会議の開催にあたり、交通事故から町民の
尊い命と平穏な生活を守り、安全で快適な地域社会を築くため、道路交通に関与する全ての皆様と協力しな
がら、次の諸活動を推進してまいります。
一　�私たちは、それぞれの立場で更なる交通安全意識啓発に努め、正しい交通ルールと交通マナーの普及・
徹底を推進します。

一　�私たちは、高齢者や子どもをはじめとする、交通弱者への思いやりといたわりのある安全運転を推進し
ます。

一　私たちは、飲酒運転をはじめとする悪質かつ危険な運転の根絶運動を推進します。
一　私たちは、すべての座席でシートベルト着用の徹底を推進します。
　以上宣言します。

平成23年2月14日
　　山元町交通安全対策緊急会議

【各団体等への重点要請事項】
●幼稚園・保育所においては…
・�幼児の行動特性に応じた指導の徹底
・�保護者への交通安全意識啓発
・�子どもの視線から見た危険箇所の把握
●小・中学校においては…
・�児童、生徒に対する交通安全指導の強化
・�自転車安全利用五則の周知徹底
・�自転車の点検・整備の励行
・�通学路上における交通上の問題点の把握
●老人クラブ等（高齢者）においては…
・�交通安全講習会、交通教室などへの積極的な参加
・�夜間外出時等における目立つ服装と反射材着用の徹底
・�自分自身の身体機能や運転技能の正確な把握と安全行
動・安全運転意識の向上

●事業所においては…
・�全ての座席でのシートベルト着用徹底
・�交通弱者に対する思いやり運転の励行
・�社内広報誌（紙）による意識啓発
●地域（行政区）・家庭においては…
・�地域行事、会合等における交通安全意識啓発
・�家族団らんの機会などにおける交通安全関連話題提供
と話し合い

・�飲酒運転根絶機運の醸成（酒のみ運転追放3ない運動
の徹底）

【町の主な実施事項】
　関係機関・団体と連携し、各種啓発事業の充
実・強化を図ります。
　また、各道路管理者等との連携を強化し、安
全な道路交通環境の整備促進に努めます。
■緊急対策
　○交通安全対策緊急会議の開催
　○交通安全施設整備（事故多発地点）
　　・カラー舗装の敷設による注意喚起
　　・カーブミラーの改善による視界の確保
� など
●平成23年度の啓発事業計画（参考）
　①黄色い帽子の配布（4月）
　②交通安全ワッペンの配布（4月）
　③春の交通安全町民総ぐるみ運動（5月）
　④幼児の交通安全教室（5月ごろ）
　⑤ふるさと帰省・無事故作戦（8月）
　⑥秋の交通安全町民総ぐるみ運動（9月）
　⑦高齢者交通安全教室（11月ごろ）
　⑧夕暮れどきの事故防止街頭活動（12月）
　⑨交通安全ステップアップ作戦（5～ 10月）
　⑩交通指導隊員による街頭指導（通年）

町内の交通事故発生箇所図（平成22年中）

凡　例
●：�事故発生箇所
〇：�複数（2～ 4回）発生箇所
◦：�多発（5回以上）箇所
【留意事項】
・�本図は、概ねの事故発生位
置を表したもので、必ずし
も●内で発生したことを示
すものではない。
・�図上の箇所数と事故件数は
一致しない。
・�本図における交通事故と
は、人身事故を示す。 ※本資料は、亘理警察署提供資料をもとに町が調製したものです

問�総務課　安全対策班　☎37-1111（内線215）
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現 行 の 組 織 新たな組織　【■：新設　■：名称変更】
●町長事務部局 ●町長事務部局
総務課 総務班 総務課 総務班

安全対策班 危機管理専門監 危機管理・広報班

企画財政課
企画班 企画財政課 企画・行政改革推進班
行政改革推進班 財政班
財政班 政策推進室 プロジェクト推進班

税務納税課 課税班 税務課 課税班
納税班 収納対策専門監 収納班

町民生活課 窓口班
町民会計課

町民窓口班
生活班 定住・環境生活班

会計班会計課 会計班

保健福祉課
福祉班

健康福祉課
福祉班

健康づくり班 健康づくり班
介護班 介護班

地域包括支援センター 総括班 地域包括支援センター 高齢者相談支援班
子育て支援課 子育て・婚活支援班

3保育所（南・東・北） 保育班×3 3保育所（南・東・北） 保育班×3

産業振興課 農政班 産業振興課 農林水産班
地域振興班 商工観光班

まちづくり整備課 整備班 まちづくり整備課 地域整備班
施設管理班 施設管理班

坂元支所 総括班 坂元支所 総括班

上下水道事業所 庶務班 上下水道事業所 業務管理班
施設班 施設班

●教育委員会事務部局 ●教育委員会事務部局
学務課 総務班 教育総務課 総務班

5小学校（坂小・中小・山小・山一・山二） 5小学校（坂小・中小・山小・山一・山二）
2中学校（坂中・山中） 2中学校（坂中・山中）

生涯学習課 生涯学習班 生涯学習課 企画推進班
公民館班 事業管理専門監（兼各施設の長） 事業管理班

中央公民館、坂元公民館、勤労青少年ホーム、町民体育館、
町民プール、歴史民俗資料館、深山山麓少年の森、ふるさ
と伝承館

中央公民館、坂元公民館、勤労青少年ホーム、町民体育館、町民プー
ル、歴史民俗資料館、深山山麓少年の森、ふるさと伝承館

●その他の事務部局 ●その他の事務部局
議会事務局 議事班 議会事務局 議事班
監査委員事務局 監査委員事務局
農業委員会事務局 総務班 農業委員会事務局 総務班
選挙管理委員会事務局 選挙管理委員会事務局

16部署（29班） 17部署（30班）

四
月
一
日
か
ら
町
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
！

～
第
一
回
山
元
町
議
会
臨
時
会
～

　
今
回
の
組
織
の
再
編
は
、
町
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
の
早
期
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
し
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
な

事
務
遂
行
の
で
き
る
組
織
体
制
に

す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
業
務
内
容
が
わ

か
り
や
す
く
、親
し
み
や
す
い
課・

班
の
名
称
に
改
め
る
と
と
も
に
、

個
別
案
件
を
集
中
し
て
処
理
し
、

短
期
間
で
成
果
を
出
せ
る
よ
う

に
、
新
た
な
組
織
と
し
て
、
子
育

て
支
援
課
や
政
策
推
進
室
を
設
置

す
る
ほ
か
、
危
機
管
理
専
門
監
な

ど
三
人
の
専
門
監
を
設
け
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

昨
年
十
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
緊

急
総
合
経
済
対
策
の
一
つ
で
あ
る

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
」を
活
用
す
る
事
業
に
要
す
る

予
算
を
措
置
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
予
算
で
実
施
す
る〝
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
植
栽
事
業
〟で

は
、
深
山
山
麓
少
年
の
森
で
、
町

内
の
小
中
学
生
約
百
人
に
よ
る
植

栽
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

組
織
の
再
編
内
容
に
つ
い
て

は
、下
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
各
課
に
お
い
て
取
り
扱

う
事
務
の
変
更
等
に
つ
い
て

は
、
広
報
や
ま
も
と
四
月
号
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
高
齢
者
な
ど
の
地

デ
ジ
対
応
に
つ
い
て
、
草
の
根
運

動
と
し
て
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
地
デ
ジ
化
は

お
済
み
で
す
ね
？
」「
デ
ジ
サ
ポ

が
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？
」な
ど
の
声
か

け
や
相
談
先
を
記
載
し
た
カ
ー
ド

類
や
資
料
の
配
布
、
必
要
に
応
じ

て『
高
齢
者
に
代
わ
っ
て
デ
ジ
サ

ポ
へ
戸
別
訪
問
を
依
頼
す
る
連

絡
』な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
デ
ジ
サ
ポ
で
は
こ
の
活
動
に
対

し
て
次
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

⑴�

協
力
い
た
だ
け
る
団
体
を
登

録
・
公
表

⑵�

協
力
団
体
に
対
し
て
、
必
要
な

カ
ー
ド
類
・
資
料
等
の
提
供

⑶
希
望
に
応
じ
て
講
習
会
の
開
催

⑷�

専
用
窓
口
を
設
置
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
サ
ポ
ー
ト

　
な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
く
場
合

は「
団
体
と
し
て
の
参
加
」を
基

本
に
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
デ

ジ
サ
ポ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
デ
ジ
全
般
に
つ
い

て
の
ご
相
談
も
デ
ジ
サ
ポ
ま
で
ど

う
ぞ
。

問
デ
ジ
サ
ポ
宮
城

☎
0
2
2
―
7
4
5
―
1
5
0
0

　
二
月
十
日
㈭
、平
成
二
十
三
年
第
一
回
山
元
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、町
の
組
織
の
再
編
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
案
お
よ
び
一
般
会
計
補

正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
重
度
の
障
害
を
お
持

ち
の
方
に
、
タ
ク
シ
ー
券
ま
た
は

自
動
車
燃
料
券
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
一
・
二
級
、
療
育
手
帳

「
A
」、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
一
級
を
お
持
ち
で
平
成
二
十
二

年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税

の
方（
十
八
歳
未
満
の
方
は
、
保

護
者
の
所
得
状
況
と
な
り
ま
す
）

※�

施
設
入
所
中
、
病
院
入
院
中
の

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

受
付
開
始
日

　
三
月
二
十
八
日
㈪

申
請
方
法

　

各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
自

動
車
燃
料
券
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
本
人
ま
た
は
生
計
同
一
者
名

義
の
車
検
証
を
お
持
ち
の
う
え
、

保
健
福
祉
課
ま
た
は
坂
元
支
所
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
2
）

　
七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の

方
の
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
割

合
は
、
所
得
に
よ
り
二
割
お
よ
び

三
割
負
担
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
割

負
担
に
該
当
す
る
方
は
平
成
二
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
割
負

担
と
す
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
政
府
の
決
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以

降
も
引
き
続
き
特
例
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険『
高
齢
受
給
者
証
』の
差

し
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
※
1
に
は
、
三
月
下
旬

に
新
た
な『
高
齢
受
給
者
証
』を

普
通
郵
便
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

四
月
一
日
以
降
は
新
た
な『
高
齢

受
給
者
証
』を
医
療
機
関
窓
口
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
部
負
担
割
合
お
よ
び

有
効
期
限
年
月
日
は
、
平
成
二
十

三
年
七
月
三
十
一
日（
平
成
二
十

三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
七
十

五
歳
を
迎
え
る
方
は
、
誕
生
日
の

前
日
）※
2
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

1　
一
部
負
担
の
割
合
の
欄
に

『
二
割（
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
一
割
）』と
記

載
さ
れ
た
方
。（
一
部
負
担
金

の
割
合
欄
に『
三
割
』と
記
載

さ
れ
て
い
る
方
は
差
し
替
え
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※�

2　
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負

担
割
合
は
、前
年
の
所
得
に
よ

り
毎
年
更
新
さ
れ
る
た
め
、毎

年
八
月
一
日
に
新
た
な
負
担
割

合
の
高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問�

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
6
）

～町民懇談会を開催しました～
　先月18日㈮から20日㈰までの3日間、町内
5会場で「町民懇談会」を開催しました。
　懇談会では、現在策定作業を進めている「第
5次山元町総合計画（中間案）」【計画期間：平成
23年度～平成30年度】の概要や、齋藤町長就
任後の町政の主な取り組み、今後の町政運営方
針について説明し、町民の皆さんと意見交換を
行いました。
　懇談会には、5会場で延べ232人の参加があ
り、企業誘致、若者定住、子育て支援など、様々
な分野に対する数多くのご意見やご提言をいた
だきました。

　なお、主な内容については、広報4月号でお
知らせします。
問�企画財政課　企画班� ☎37-1118（内線221）

地
デ
ジ
い
ろ
は
塾
◯15

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
券
・
燃
料
費
助
成
券

申
請
手
続
き

山
元
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
で
『
高
齢
受
給
者

証
』（
ピ
ン
ク
色
の
証
）の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ

新たな組織は4月1日から
スタートします

植栽活動が実施される少年の森

※1

活発な意見交換が行われました
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所
を
有
す
る
方

応
募
方
法

・�

保
健
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

・
三
月
一
日
㈫
～
三
月
二
十
五
日
㈮

※�

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
八
時

三
十
分
～
十
七
時
十
五
分

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課　
介
護
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
8
）

消
防
演
習
に
伴
う

�
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
三
月
六
日
㈰
九
時
か
ら
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
山
元
町

消
防
団
春
季
消
防
演
習
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、当
日
午
前
八
時

に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

総
務
課　
安
全
対
策
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
5
）

私
た
ち
の
地
域
は
私
た
ち
で
守
る

平
成
二
十
二
年
度

�

防
火
の
つ
ど
い

　
一
月
二
十
五
日
㈫
、
亘
理
町
中

央
公
民
館
を
会
場
に
、
仙
台
南
地

方
消
防
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
防
火
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
、

約
二
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
つ
ど
い
は
、
名
取
市
・

岩
沼
市
・
亘
理
町
・
山
元
町
の
二

市
二
町
の
消
防
団
員
や
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、

防
災
意
識
の
高
揚
や
市
町
間
の
連

携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、「
災
害
時
に
お
け
る

女
性
の
ニ
ー
ズ
調
査
」と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
災
害
時
に
お
け

る
女
性
の
役
割
や
視
点
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
下
郷
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
今
村
文
子
会
長
が

「
初
め
て
の
炊
き
出
し
」と
題
し
た

体
験
発
表
を
行
い
、
活
動
の
様
子

や
会
長
と
し
て
の
苦
労
話
な
ど
に

つ
い
て
笑
い
を
交
え
な
が
ら
発
表

し
、喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
の
最
後
に
は
、
参
加
者

全
員
で
防
火
宣
言
を
高
ら
か
に
唱

和
し
、
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災

を
誓
い
ま
し
た
。

問�
総
務
課　
安
全
対
策
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
5
）

実施期間
　5月11日㈬から20日㈮までの10日間
　※�統一地方選挙の関係から、今年の運
動実施は5月となっています。

運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点
①自転車の安全利用の推進
②�全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

③飲酒運転の根絶

皆さんも交通ルール・マナーを守り、�
� 交通事故防止に努めましょう。

問�総務課　安全対策班
☎37-1111（内線215）

春の交通安全
� 町民総ぐるみ運動

　経済的な理由により、勉学に支
障が生じると認められる方に対
し、町が教育費の一部として奨学
金を貸付します。
申請資格
　高等学校以上の教育を受ける方
貸付期間
　平成23年度から卒業の月まで
貸付限度額（月額）
　大学・短期大学� 50,000円
　高等専門・専修学校� 30,000円
　高等学校� 30,000円
受付期間　3月31日まで
※�ただし、必要に応じ随時受付し
ます。
※�奨学資金は貸付金です。卒業後、
皆さん自身が償還（返還）する
ことになります。

問�教育委員会　学務課
☎37-5115（内線321）

　経済的な理由により、就学困難な児童および生徒の保護者に対して、
町が学習に必要な学用品費等、医療費、学校給食費について、毎年度、
文部科学大臣が定める額を参考に援助します。
○援助を受けることができる方
　山元町に在住し、小中学校に在学しているお子さんがいる方で、下
記のいずれかに該当し、教育委員会が援助を必要と認めた方が対象と
なります。
　・世帯全員が町民税非課税または減免の方
　・国民健康保険税が減免または徴収が猶予の方
　・国民年金保険料が免除の方
　・児童扶養手当を受給している方
　・その他、特に援助が必要と認められる方
○対象となる項目
　①学用品費等　�学校用品・通学用品・新入学児童生徒用品費・修学

旅行費・校外活動費・体育実技用具費
　②医　療　費　�学校保健安全法施行令第8条に定める疾病に係る医

療費
　③�学校給食費　学校で実施する年間給食費
○受給申請
　就学援助を受けようとする保護者は、受給申請書と所得証明書等（収
入のわかる書類等）の関係書類を添付し、小中学校を経由し教育委員
会へ申請してください。（受給申請書は各学校を通じ配付します）
　現在認定になっていても、継続して受給を希望する場合、申請が必
要となりますのでご注意ください。
○申請時期
　随時受付します。ただし、途中申請については、月割支給となります。
※申請後に民生児童委員に意見を求める場合もあります。
問�教育委員会　学務課　☎37-5115（内線321）

就学援助制度についてのお知らせ平成23年度
山元町奨学生募集
のお知らせ

交
通
死
亡
事
故
発
生
！

　

先
月
一
日
㈫
午
前
二
時
ご
ろ
、

坂
元
地
内
の
国
道
六
号
線
上
で
、

横
断
歩
行
中
の
高
齢
者
が
大
型
ト

ラ
ッ
ク
と
衝
突
し
た
死
亡
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
、
県
内
で
連
続
発
生
し
て

い
る
道
路
横
断
中
の
高
齢
者
に
よ

る
死
亡
等
事
故
発
生
件
数
は
、昨

年
の
二
倍（
二
月
現
在
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
に
は
、
次
の
共

通
し
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○�

歩
行
者
が
信
号
機
や
接
近
す
る

車
の
存
在
を
無
視
し
て
道
路
を

横
断

○�

通
常
、
歩
行
者
の
通
行
が
ほ
と

ん
ど
な
い
時
間
帯
に
発
生

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
漫
然
運
転

■
事
故
防
止
の
た
め
に

歩
行
者
は
…

　
夜
間
に
外
出
す
る
場
合
、
明
る

い
色
の
服
を
着
用
し
た
り
、
衣
服

な
ど
に
反
射
材
を
取
り
付
け
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
…

　
〝
ま
さ
か
が
起
こ
り
う
る
〟と
い

う
緊
張
感
を
持
ち
、
決
し
て
油
断

せ
ず
運
転
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
等
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
に
よ
り
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

募
集
人
数　
四
人

○
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在

・
六
十
五
歳
以
上
の
方　
二
人

・�

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の

方　
二
人

※
委
員
総
数
は
十
二
人

応
募
資
格

・�

町
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住

市町間の交流を深めました
（山元町・これから音頭）

交通マナーを守りましょう！

第132回　山元町児童生徒善導強調期間
3 月25日（金）～ 4月 7日（木）

「地域みんなで育てよう  青少年の明るい心」
山元町小・中学校連合父母教師会　校外指導部

●規則正しい生活をしましょう

●オアシス運動に取り組みましょう

●安全に楽しく遊びましょう

〈春休み中の町内小・中学校帰宅時刻　17時〉
　16時50分に防災無線で町内一斉放送を流します。声がけなど、地域の皆さんのご協力
をお願いします。また、今月25日㈮に巡回指導を行います。
問 事務局・山下小学校　☎37-0018

ち いき　　　　　　　　そだ　　　　　　  せいしょうねん　　あか　　 　こころ

●犯罪にあわないための「いかのおすし」
・知らない人についてい かない
・知らない人の車にのらない
・おお声でさけぶ
・すぐ逃げる
・何があったかしらせる

山
元
町
介
護
保
険
運
営

委
員
・
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
推
進
委
員
会
委

員
を
募
集
し
ま
す



広報やまもと3月号 No.380（10）広報やまもと3月号 No.380（11）

　
町
で
は
、山
元
町
町
民
バ
ス「
ぐ

る
り
ん
号
」に
つ
い
て
、よ
り
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
平
成
二
十
四
年
四

月
か
ら
の
運
行
ダ
イ
ヤ
等
の
改
正

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
討
に
あ
た
り
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
反
映
す
る

た
め
、
昨
年
十
二
月
に
町
民
バ
ス

の
運
行
改
善
に
関
す
る
ご
意
見
等

を
募
集
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
日
ご
ろ
か
ら
感
じ

て
い
る
ご
意
見
や
運
行
改
善
の
ご

提
言
な
ど
、
約
六
十
人
の
方
々
か

ら
延
べ
二
百
五
十
五
件
の
ご
意
見

等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
な
ご
意
見
等
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
運
行
に
関
す
る
意
見

 

（
百
十
九
件
）

・
便
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・�

Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
を
よ
く
し
て
ほ

し
い
。

・�

朝
夕
は
通
勤
・
通
学
中
心
に
運

行
し
て
ほ
し
い
。

・�

日
中
は
、
買
い
物
や
病
院
を
中

心
に
し
て
ほ
し
い
。

・�

目
的
地
へ
短
時
間
で
行
け
る

ル
ー
ト
に
し
て
ほ
し
い
。

・�

停
留
所
ま
で
遠
い
の
で
、
近
く

に
停
留
所
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
見

 

（
百
十
四
件
）

・�

車
両
は
も
う
少
し
小
さ
く
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・�

時
刻
表
を
も
っ
と
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

・�

運
賃
は
現
状
で
良
い
。

・�
小
中
学
生
を
無
料
に
し
て
は
ど

う
か
。

・�
日
曜
や
祝
日
も
運
行
し
て
ほ
し

い
。

・�

平
日
だ
け
の
運
行
で
良
い
。

・�

バ
ス
の
台
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。

●
そ
の
他
の
意
見（
二
十
二
件
）

・�

ぐ
る
ぐ
る
回
ら
な
け
れ
ば
利
用

し
た
い
。

・�

改
善
で
き
る
こ
と
は
、
速
や
か

に
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は

「
山
元
町
地
域
公
共
交
通
会
議
」

等
に
お
け
る
検
討
の
基
礎
資
料
と

し
、
よ
り
利
便
性
の
高
い「
ぐ
る

り
ん
号
」と
な
る
よ
う
、
協
議
を

進
め
ま
す
。

問�

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
7
）

軽自動車等の変更手続きは�
お済みでしょうか

　軽自動車税は毎年4月1日現在の所有者または
使用者に課せられます。
　軽自動車等を既にお持ちでない方で、まだ廃車
等の変更手続きをされていない方は、3月31日ま
でに各車両の担当窓口で変更手続きを行ってくだ
さい。
　軽自動車税は申告主義のために、所有者または
使用者本人（代理でも可）が廃車または名義変更
の手続きを行わないと、軽自動車税が課せられて
しまいますのでご注意ください。

■車両毎の手続き場所および必要なもの
1.  　原動機付自転車（50cc ～ 125cc 以下のバイ

ク）、小型特殊自動車の場合
○場所　町民生活課または坂元支所
　※町民生活課☎37-1112・坂元支所☎38-0301
○必要なもの　�標識交付証明書、印鑑、ナンバー

プレート
2.  　軽二輪車（126cc ～ 250cc 以下）・軽三輪・

軽四輪自動車の場合
○場所　宮城県軽自動車協会　☎022-232-5724
　（仙台市宮城野区苦竹4丁目2番20号）
○必要なもの　�車検証、印鑑、新所有者または使

用者の住民票（名義変更の場合）
3.  　二輪の小型自動車（251cc 以上）の場合
○場所　東北運輸局宮城陸運支局
　☎050-5540-2011
　（仙台市宮城野区扇町3丁目3番15号）
○ 必要なもの　車検証、印鑑、新所有者または使
用者の住民票（名義変更の場合）
※�手続きの内容により取り扱いおよび持参するも
のが違う場合がありますので、詳細については
各窓口にお問い合わせください。

問�税務納税課　課税班　☎37-1114（内線152）

縦覧帳簿の縦覧・固定資産台帳の閲覧

■ 土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿の 
縦覧
　毎年4月1日から第1期の納期限まで、納税者の方
が自分の所有する固定資産と他の固定資産を比較する
ため、土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿
の縦覧を行っています。
　これらの帳簿を縦覧できる方は納税者、納税管理人、
納税者の委任状を持参した方などです。ただし、所有
している固定資産に固定資産税がかからない方は縦覧
できません。
○縦覧期間および時間
　4月1日㈮から5月31日㈫まで（土・日・祝日を除く）
　8時30分から17時まで
○縦覧場所　税務納税課（役場庁舎1階）
○縦覧に必要なもの
1.��　縦覧する方が固定資産税の納税義務者であること
を確認できる身分証明書（運転免許証等）
2.��　印鑑
3.��　代理の方は委任状および身分証明書（運転免許証等）
■固定資産台帳の閲覧
　固定資産の所有者は、固定資産台帳を閲覧して自分
の課税内容を確認できます。
　平成23年度固定資産台帳は次のとおり閲覧できます。
○閲覧期間および時間
　4月1日㈮から5月31日㈫まで（土・日・祝日を除く）
　8時30分から17時まで
○閲覧場所　税務納税課（役場庁舎1階）
○閲覧に必要なもの
1.��　閲覧する方が固定資産税の納税義務者であること
を確認できる身分証明書（運転免許証等）
2.��　印鑑
3.��　代理の方は委任状および身分証明書（運転免許証等）

（注）身分証明書は公的機関発行のものに限ります。

問�税務納税課　課税班　☎37-1114（内線153・154）

「
ぐ
る
り
ん
号
」に
関
す
る

�

意
見
等
募
集
結
果
の
お
知
ら
せ

今月は国民健康保険税（第9期分）の納期限です。忘れずに納期限（3月31日）まで納入しましょう！

※�平成22年分所得税の確定申告書、平成23年度町県民税申告書の提出期限が迫っています。
申告の必要な方は、3月15日までに申告書の提出を済ませてください。詳細については、�
広報1月号をご覧ください。

　
四
月
四
日
㈪
か
ら
、
宮
城
病
院

へ
の
通
院
と
、Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
運
行
時
刻
等
の
一
部
を
改

正
し
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
東
街
道
南
線（
1
号
車
）

　
山
元
町
役
場
の
始
発
時
刻
を
早

め
、宮
城
病
院
経
由
に
改
正
。

②
海
岸
南
線（
2
号
車
）

　
山
元
町
役
場
の
始
発
時
刻
を
早

め
、宮
城
病
院
経
由
に
改
正
。

③
海
岸
北
線（
1
号
車
）

　
宮
城
病
院
か
ら
山
元
町
役
場
間

に
お
い
て
、山
下
駅
経
由
に
改
正
。

ぐ
る
り
ん
号
時
刻
等
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

③海岸北線（1号車　Ａコース）
現　行 改正後

停留所名 時刻 停留所名 時刻

宮 城 病 院 18：08 宮 城 病 院 18：08

宮 城 病 院 前 18：09 宮 城 病 院 前 18：09

宮 城 病 院 北 18：10 宮 城 病 院 北 18：10

高 瀬 交 差 点 18：11 高 瀬 交 差 点 18：11

太陽ニュータウン 18：12 太陽ニュータウン 18：12

浅 生 原 18：14 浅 生 原 18：14

南 山 下 18：15

山 寺 雁 田 18：16

山 下 駅 南 18：18

南 花 釜（ 南 ） 18：19

山 寺 雁 田 18：20

南 山 下 18：21

七十七銀行前 18：15 七十七銀行前 18：22

山 下 橋 元 18：16 山 下 橋 元 18：23

JA 山下支所前 18：17 JA山下支所前 18：24

平田外科医院前 ― 平田外科医院前 ―

山下小学校前 18：19 山下小学校前 18：25

町民プール前 18：20 町民プール前 18：26

山 元 町 役 場 18：21 山 元 町 役 場 18：27

問�企画財政課　企画班　☎37-1118（内線221）

①東街道南線（1号車　Ａコース）
現　行 改正後

停留所名 時刻 停留所名 時刻
山 元 町 役 場 8：30 山 元 町 役 場 8：28

高 瀬 交 差 点 8：31
宮 城 病 院 北 8：32
宮 城 病 院 8：33

体育文化センター前 8：35 体育文化センター前 8：35

②海岸南線（2号車　Ａコース）
現　行 改正後

停留所名 時刻 停留所名 時刻
山 元 町 役 場 9：35 山 元 町 役 場 9：33
高 瀬 交 差 点 9：38 高 瀬 交 差 点 9：36
宮 城 病 院 北 9：39 宮 城 病 院 北 9：37
宮 城 病 院 前 ― 宮 城 病 院 前 ―
宮 城 病 院 ― 宮 城 病 院 9：38
知 楽 荘 前 9：41 知 楽 荘 前 9：41



広報やまもと3月号 No.380（1�）広報やまもと3月号 No.380（13）

問�上下水道事業所　庶務班　☎37-1120（内線253）

投票できる方
宮城県議会議員一般選挙
●�平成3年4月11日以前に生まれた方で、平成22年12月
31日以前から引き続き山元町に住民登録をして選挙人名
簿に登録されている方
・�平成23年1月1日以降に本町から県内の市町村に転出し
た方（本町から転出後、さらに他市町村に転出された方は
除く）は、本町または現在の住所地いずれかの市町村から
「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」の交付を受けて
持参すれば、本町で住んでいた投票区の投票所または期日
前投票所で投票ができます。

山元町議会議員一般選挙
●�平成3年4月25日以前に生まれた方で、平成23年1月18
日以前から引き続き山元町に住民登録をして選挙人名簿に
登録されている方
・投票日の前日までに町外へ転出した方は、投票できません。

投票所入場券
　投票所入場券は、ハガキで世帯主あて各世帯分を郵送しま
す。届いたらシールをはがし、内容を確認してください。投
票所へはハサミで切り離して各自が持参してください。入場
券が届かなかったり、誤ってほかの世帯の入場券が届いたり
したときは、町選挙管理委員会までご連絡ください。
　なお、入場券を紛失しても投票はできますので、投票所の
受付係に申し出てください（期日前投票も同じです）。

期日前投票
　投票日に仕事のある方、レジャーや買物などの私用で投票
区外へ出かける方、病気や出産などで入院予定の方は期日前
投票ができます。
期間　宮城県議会議員一般選挙　4月2日㈯～ 4月9日㈯
　　　山元町議会議員一般選挙　4月20日㈬～ 4月23日㈯
時間　午前8時30分から午後8時まで
場所　役場第1会議室（1階）
持参する物　投票所入場券

不在者投票
　旅行や仕事のために、遠隔地（山元町以外）で行う不在者投
票や病院、老人ホームなどで行う不在者投票は、従来どおり
行われます。期間については期日前投票と同じです。

郵便等による不在者投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳を持っていて
一定の要件に該当する方、または障害の程度が
一定の要件に当てはまると知事が証明した方の
ほか、介護保険の被保険者証に「要介護5」と記
載のある方は、郵便等で不在者投票をすること
ができます。あらかじめ「郵便等投票証明書」
の交付を受けておくことが必要ですので、お早
めに町選挙管理委員会までご相談ください。

代理投票と点字投票
　体が不自由な方には、代理投票の制度があり
ます。身体の障害のため自分で候補者の名前を
書くことができない場合は、投票所で受付係に
申し出ると係員が代わって投票用紙に記載しま
す。投票の秘密は絶対に守られます。また、目
の不自由な方は、点字投票ができます。

開票は即日開票します。
開票時間　午後9時から
開票場所　役場正庁（3階）

問�選挙管理委員会事務局
☎37-1111（内線213）

○宮城県議会議員一般選挙
告示日　4月� 1日㈮
投票日　4月10日㈰

3月、4月は引越しの多い時期です。
給水の開始・中止・名義変更の手続きは忘れずに！

　給水の開始や中止、または使用者の名義を変更する際には、届出が必要となりますので、印鑑をご持参のうえ、
上下水道事業所窓口（役場庁舎内）または坂元支所までお越しください。（電話や FAX、インターネットによる
受付は行っていませんのでご了承願います）
　上下水道事業所または坂元支所までお越しいただくことが困難な方は、代理者による届出も可能ですので、
ご相談ください。

給水開始の手続き（契約申し込み）
　■引越しなどにより、水道を使用開始する場合。
　■中止していた水道を再び使用する場合。
　　『新たに水道を使用するときには、事前に給水開始届が必要です』
　　届出後、希望日（月～金曜日、8時30分～ 17時15分）に開栓を行います。

　給水開始の手続きをしていないにもかかわらず、水が出る場合でも、正式に使用するには契約上の給水
開始の届出が必要です。無届けでご使用になりますと、使用開始日などの確認ができず、使用水量や料金
に行き違い等のトラブルが生じますので、水道の使用を開始する際には必ず届出をお願いします。

給水中止の手続き（契約解除）
　■引越しなどにより、水道を使用中止する場合。
　■長期留守などのため水道を使用しなくなる場合。
　　『使用を中止する際は事前に給水中止届が必要です』
　�　届出後、希望日（月～金曜日、8時30分～ 17時15分）に閉栓
を行います。
　　なお、後日中止日までの料金精算が発生しますので、届出時に支払い方法を確認させていただきます。

　届出を忘れると、使用していなくても基本料金は発生しますので、給水を中止する際には必ず届出をお
願いします。

　※�受付は営業時間内（8時30分～ 17時15分）となります。
　　なお、土、日、祝日は受付および水道の開始・中止の作業は行っていませんので、ご注意ください。

名義変更手続き（契約者変更）
　■水道の契約者（使用者）が変更になる場合。
　　（前使用者が亡くなった場合や、使用者の名義を変更する場合）
　■今までの使用者住所を変更する場合。

※�口座振替の手続きは、預貯金通帳と印鑑（通帳印）を持参のうえ、直接、下記の金融機関で手続きをお願
いします。（上下水道事業所の窓口では受付していません）

七十七銀行・あぶくま信用金庫・仙台銀行・みやぎ亘理農協・ゆうちょ銀行
　上記金融機関の本店・支店であれば町内に限らず、どこの窓口でも申込み可能です

上下水道事業所からのお知らせ 4月は統一地方選挙が行われます。
私たちの代表を決める大切な選挙です。みんなそろって投票しましょう。

○山元町議会議員一般選挙
告示日　4月19日㈫
投票日　4月24日㈰

投票時間　午前7時から午後8時まで
投票所と投票区域

投票所・施設の名称 区　　　域
第1投票所
� 山下第一小学校 八手庭・横山・大平・小平
第2投票所
� 山元町勤労青少年ホーム 鷲足・山寺・山下・浅生原
第3投票所
� 高瀬農村集落多目的センター 高瀬
第4投票所
� 合戦原学堂 合戦原・療養所
第5投票所
� 真庭区民会館 真庭
第6投票所
� 坂元小学校 久保間・中山・下郷・町・上平
第7投票所
� 中浜小学校 磯・中浜
第8投票所
� 笠野学堂 新浜・笠野
第9投票所
� 花釜生活センター 花釜
第10投票所
� 牛橋区民会館 牛橋
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保存版

● 母子手帳交付 ・妊婦健康相談
受付時間　9：30～ 10：00
場　　所　保健センター
対　　象　�山元町に住所のある妊婦

月 日・曜日
4月 4日（月） 25日（月）
5月 9日（月） 23日（月）
6月 6日（月） 20日（月）
7月 4日（月） 19日（火）
8月 3日（水） 22日（月）
9月 5日（月） 20日（火）
10月 11日（火） 24日（月）
11月 7日（月） 21日（月）
12月 5日（月） 21日（水）
1月 5日（木） 23日（月）
2月 6日（月） 20日（月）
3月 5日（月） 19日（月）

●離乳食教室
受付時間　10：00～ 11：30
場　　所　保健センター
対 象 児　5カ月～ 6カ月児

月 日・曜日
4月 6日（水）
6月 1日（水）
7月 29日（金）
10月 12日（水）
12月 7日（水）
2月 8日（水）

●育児相談
育児や離乳食等で気になるこ
とに、保健師・栄養士が相談
に応じます。
受付時間　10：00～ 11：30
場　　所　保健センター

問 健康福祉課　健康づくり班
☎37-1113（内線144～ 147）
※�問い合わせ先については、4月1日以降
の新課名称表記となっています。

●健康相談
生活習慣病予防を中心とした健康づ
くリに関することに、保健師・栄養
士が相談に応じます。
受付時間　13：30～ 16：00
場　　所　保健センター

月 日・曜日 月 日・曜日
4月 4日（月） 10月 11日（火）
5月 9日（月） 11月 7日（月）
6月 6日（月） 12月 5日（月）
7月 4日（月） 1月 5日（木）
8月 2月 6日（月）
9月 5日（月） 3月 5日（月）

●精神保健相談
精神科医によるこころの相談です。
※認知症の相談も含む。【要予約】
受付時間　10：00～ 11：30
場　　所　保健センター

月 日・曜日 月 日・曜日
4月 1日（金） 10月 7日（金）
5月 6日（金） 11月 4日（金）
6月 3日（金） 12月 2日（金）
7月 1日（金） 1月 6日（金）
8月 5日（金） 2月 3日（金）
9月 2日（金） 3月 2日（金）

月 日・曜日 月 日・曜日
4月 4日（月） 10月 11日（火）
5月 9日（月） 11月 7日（月）
6月 6日（月） 12月 5日（月）
7月 4日（月） 1月 5日（木）
8月 2月 6日（月）
9月 5日（月） 3月 5日（月）

●3 ～ 4カ月児健診
受付時間　13：00～ 13：20
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児

4月 6日（水）Ｈ22年11月3日～� Ｈ23年1月6日生

6月 1日（水）Ｈ23年1月7日～� 3月1日生

8月 3日（水）Ｈ23年3月2日～� 5月3日生

10月 5日（水）Ｈ23年5月4日～� 7月5日生

12月 7日（水）Ｈ23年7月6日～� 9月7日生

2月 8日（水）Ｈ23年9月8日～� 11月8日生

●6 ～ 8カ月児健診
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児
5月 20日（金）Ｈ22年9月～ 11月生

8月 26日（金）Ｈ22年12月～� Ｈ23年2月生
11月 18日（金）Ｈ23年3月～ 5月生
2月 17日（金）Ｈ23年6月～ 8月生

●1歳6 ～ 8カ月児健診
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児
6月 22日（水）Ｈ21年10月～ 12月生
9月 28日（水）Ｈ22年1月～ 3月生
12月 21日（水）Ｈ22年4月～ 6月生
3月 21日（水）Ｈ22年7月～ 9月生

●ＭＲ（麻しん・風しん）ワクチン・第1期
（希望者は接種日の1週間前まで保
健福祉課に電話で予約が必要です）
受付時間　13：00～ 14：00
対象者等　�生後12カ月～24カ月未

満に1回
月 日・曜日 場　所
5月 27日（金）松村クリニック（坂元）
7月 29日（金）菊地内科医院（山下）
10月 4日（火）松村クリニック（坂元）
1月 6日（金）菊地内科医院（山下）
3月 6日（火）松村クリニック（坂元）

●ＭＲ（麻しん・風しん）ワクチン・第3期
場　　所　町内中学校
対象者等　中学1年生・1回

月 日・曜日 場所

4月 15日（金）山下中学校25日（月）
5月 10日（火）坂元中学校

●日本脳炎
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター
対象者等　�生後6カ月～90カ月未満

に3回
月 日・曜日
6月 10日（金）・20日（月）・28日（火）
7月 5日（火）・12日（火）・19日（火）

【定期予防接種：集団】
●ポリオ
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター
対象者等　�生後3カ月～90カ

月未満に2回
月 日
4月 12日（火）
5月 24日（火）
11月 4日（金）・25日（金）

● ＭＲ（麻しん・風しん）�
ワクチン・第2期

受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター
対象者等　�幼稚園・保育所の

年長児に1回
月 日・曜日

6月 7日（火）
17日（金）

●二種混合（ジフテリア・破傷風）
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター
対象者等　小学6年生・1回

月 日・曜日
7月 26日（火）
8月 23日（火）

年齢の基準日：平成24年3月31日
健　診　名 日　　程 対　象　者

特定健診（身体計測・血液検査等） 8月1日～ 19日 40～74歳の山元町国民健康保険加入者
基本健診（身体計測・血液検査等） 8月1日～ 19日 39歳以下・75歳以上の希望者
結核・肺がん検診 8月1日～ 19日 40歳以上の町民の希望者
胃がん検診 9月26日～ 10月7日 35歳以上の町民の希望者
子宮がん検診 12月15日・16日・19日・20日 20歳以上の町民の希望者（女性）
前立腺がん検診 12月19日・20日 50～ 79歳の町民の希望者（男性）
大腸がん検診 1月10日・11日 40歳以上の町民の希望者

乳がん検診 1月30日～ 2月4日 30 ～ 39歳、41歳以上の奇数年齢の町民の希
望者（女性）

◎�特定健診は、40～74歳の山元町国民健康保険
加入者全員が対象になります。健診票は加入
者全員に配布します。
◎�特定健診以外の検診を希望される方は、5月に
実施予定の『平成23年度各種検診申し込み』で
お申し込みください。申し込んだ方には、該当
する検診の時期に区長を通じて検診票を配布
します。
◎�実施場所等詳細については、広報やまもとでお
知らせします。

●1歳1 ～ 2カ月児健診
受付時間　12：00～ 12：20
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児
4月 6日（水）Ｈ22年2月～ 3月生
6月 1日（水）Ｈ22年4月～ 5月生
8月 3日（水）Ｈ22年6月～ 7月生
10月 5日（水）Ｈ22年8月～ 9月生
12月 7日（水）Ｈ22年10月～ 11月生

2月 8日（水）Ｈ22年12月～� Ｈ23年1月生

●幼児歯科健診
受付時間　12：45～ 13：00
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児
4月 7日（木）Ｈ20年10月～ 12月生
7月 7日（木）Ｈ21年1月～ 3月生
10月 13日（木）Ｈ21年4月～ 6月生
1月 12日（木）Ｈ21年7月～ 9月生

●3歳児健診
受付時間　12：30～ 13：00
場　　所　保健センター

月 日・曜日 対象児
5月 11日（水）Ｈ19年9月～ 10月生
7月 6日（水）Ｈ19年11月～ 12月生
9月 7日（水）Ｈ20年1月～ 2月生
11月 2日（水）Ｈ20年3月～ 4月生
1月 11日（水）Ｈ20年5月～ 6月生
3月 7日（水）Ｈ20年7月～ 8月生

平成23年度
� 保健事業予定表 ＊�下記日程が変更となる場合がありますので、詳しく

は毎月発行の広報やまもとで必ずご確認ください。

【定期予防接種：個別】
　平成23年4月1日から、下記の予防接種が個別接種になります。
接種を受ける際は、必ず予約してください（予約は直接医療機関に
なります）。接種協力医療機関については、広報4月号またはホー
ムページをご覧ください。

予防接種名 対象者等
3種混合�（百日咳・ジフテリア・破傷風） 生後3～90カ月未満に4回接種
BCG 生後3～6カ月未満に1回接種
MR（麻しん・風しん）ワクチン・第4期 高校3年生で1回接種

【任意予防接種：個別】
予防接種名 対象者等

子宮頸がん予防ワクチン 中学1年～高校1年生
ヘモフィルスインフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）ワクチン 生後2カ月～ 5歳未満の乳幼児
小児用肺炎球菌ワクチン 生後2カ月～ 5歳未満の乳幼児
※�年齢により、接種回数が異なります。詳しくは保健福祉課　健康
づくり班にお問い合わせください。

下記の接種対象者は無料で受けられます。詳細に
ついては、配布の「予防接種と子どもの健康」をご
覧ください。

※上記の内容は、ホームページにも掲載しています。

相談関係 乳幼児健診 予防接種

特定健診・各種がん検診関係



広報やまもと3月号 No.380（1�）広報やまもと3月号 No.380（1�）

小坂誠さん、齋藤町長を表敬訪問
　1月26日㈬、昨年10月に現役を引退し、東北楽天ゴールデンイーグルスの2
軍育成コーチに就任した小坂誠さん（牛橋区）が町長室を訪れました。
　今回は、現役引退後実家に戻り、山元町民として、また選手からコーチという
立場で再スタートしたことを報告に訪れたものです。
　齋藤町長は、「14年間お疲れ様でした」と小坂さんの現役時代の労をねぎらう
とともに、「これからは何かの折に、わが町を紹介いただきますようお願いします」
と町の PR役を依頼しました。これに対し、小坂さんは「ぜひ、PRさせていただ
きます！」と笑顔で快諾。このほかにも、現役時代のエピソードや趣味にも話が
および、終始和やかな雰囲気のなか懇談が行われました。
　最後に、今後の抱負を伺うと、「私自身、コーチ業1年目で右も左もわからない新米ですので、今年はできる限り選手と
ともに体を動かしながら、一生懸命勉強していきたい」と引き締めた表情で話していました。
　小坂コーチのご活躍をお祈りしています。

宮城県農村教育青年会議発表会で最優秀賞
　先月5日㈯、宮城県農村教育青年会議発表会がKKRホテル仙台で開催され、
亘理名取地区代表として発表した渡辺伸也さん（笠野区）、岩佐清和さん（花
釜区）の両名が見事最優秀賞の栄冠に輝きました。
　この発表会は、地域農業の中核として農業改良と生活改善に努める青年農
業者が、日ごろの活動の成果を互いに情報交換しあう場として、県が毎年開
催しているものです。
　現在、山元町農村青少年クラブ（4Hクラブ）の会長を務める渡辺さんは、
「クラブ活動発表の部」に出場。“我らが山元町4Hクラブ”と題し、自らが中
心となって企画・実施した田植えや稲刈り作業を通じた交流イベントの事例
を交え、平成22年の活動について発表しました。受賞の心境を「なんで自
分が…」と話す渡辺さん。今後の4Hクラブ活動については「今年も年間を通

じて様々なイベントを企画・実施していきたい。また、自分たちが生産した農産物の販売についても勉強していきたい」と
抱負を語っていました。
　また、「プロジェクト発表の部」に出場した岩佐さんは、「イチゴのクラウン温度制御による連続出

しゅつ

蕾
らい

と経費削減法」と題
した発表を行いました。その内容は、販売単価が高い12月に生産量が落ち込むという本町のイチゴ超促成栽培の弊害に
効果を発揮するクラウン温度制御技術の効果の検証と高コストな当該技術を既存設備活用で経費の削減を図るというもの
です。
　発表時の心境について「皆さんすばらしい発表ばかりだったので、とても緊張した」と話す岩佐さんでしたが、その様子
を見守った渡辺さんは、「すばらしい出来で受賞を確信した」と話します。最優秀賞と聞いたときは「信じられない気持ち
でいっぱいでした」と笑顔で振り返る岩佐さん。
　東北大会での抱負を伺うと「全国大会を目指して、さらに発表内容を精査し、大会まで発表の練習を重ねたい」と力強く
意気込みを話していました。
　岩佐さんは、今年11月、宮城県代表として東北農村青年会議岩手大会に出場します。

「夢いちごの郷」でイチゴ狩りスタート！
　先月5日㈯、農産物直売所「夢いちごの郷」（菅野孝雄会長）で今シーズンのイ
チゴ狩りがスタートし、週末にはたくさんの来場者で賑わっています。
　3連休の初日となった先月11日（祝・金）には、開園時間前からハウス前にた
くさんの来場者の行列が…。春を思わせる陽気に包まれたハウス内で、家族連
れやカップルらは、真っ赤に色づいた大粒のイチゴに歓声を上げながら次々と
摘み取り、ほおばる姿が見られました。この日、仙台から訪れた家族連れは「と
っても甘くて夢中で食べてしまいました。もうお腹いっぱいで、お昼ご飯が食
べられません」と満足そうな表情で感想を話していました。

　菅野会長によると、昨年気温が高かったためその影響が心配されましたが、粒も大きく出来栄えは順調で、「ぜひ、ご家
族で完熟イチゴを味わいに来てください！」とのこと。
　イチゴ狩りは、6月中旬（開園：土・日・祝日のみ、10時～ 15時）まで楽しめます。
問	農産物直売所「夢いちごの郷」　☎37-1115

清野洋一さんが齋藤町長を表敬訪問
　1月28日㈮、昨年9月に新潟県で開催された「第7回日本マスターズ柔道
大会兼第1回アジアグランドマスターズ柔道大会」で金メダルを獲得した清
野洋一さん（大平区）が、町柔道協会の岩佐壽郎会長（新浜区）、渡邊重信理事
（笠野区）とともに、齋藤町長を表敬訪問しました。
　この大会は、30歳以上の柔道指導者が日ごろの鍛錬の成果と相互の友好
を深めることを目的に開催され、年齢・体重別で競い合います。第1回目と
なるアジア大会を兼ねた今大会には、中国、韓国、ロシア、ヨーロッパ、オセ
アニア地域などから約600人が参加。清野さんは、50～ 54歳の部100kg
以下級に出場し、外国人選手を撃破して見事優勝を果たしたものです。日本
マスターズ柔道大会では過去2回いずれもオール1本勝ちで金メダルを獲得
している清野さんでしたが、「今回対戦した外国人は力が強く苦戦しました」
と大会を振り返ります。
　40年の柔道歴について「続けてこられたのは、ただ柔道が好きだっただけ」
と照れながら話す清野さんに今後の抱負を伺うと、「子どもには無限の可能性があります。これからも試合に出場し、子
どもたちに自分が頑張る姿を見てもらい、少しでも夢を持ってもらえるよう頑張っていきたい」と笑顔で話していました。
　山元町柔道スポーツ少年団では、団員では募集しています。興味・やる気のある方は、ぜひ、下記までお問い合わせくだ
さい。
問	生涯学習課　生涯学習班　☎37-5116

元全日本代表 江藤直美さんによる「バレーボール教室」
　1月21日㈮、坂元中学校体育館を会場に、女子バレー元全日本代表	江藤直美さん（現	
名城大学バレー部コーチ）を講師に迎えたバレーボール教室が開催され、生徒たちは
バレーボールを通じ、スポーツの楽しさを体感しました。
　この教室は、子どもの体力向上や望ましい生活習慣の形成を目的に、文部科学省が
日本体育協会に委託し行う「スポーツ選手活用体力
向上事業」の一環として実施されているものです。
　この日、江藤さんは1～ 3年生110人を前に、バ
レーボールを始めたきっかけや現役時代の苦労話な

ど、自らの実体験を通し「夢・目標を持つこと、失敗を恐れずいろんなことに挑戦するこ
との大切さ」を生徒たちに訴えました。
　また、講演終了後には、1、2年生を対象とした実技指導が行われ、生徒たちは、江藤
さんからのわかりやすく丁寧なアドバイスを受けながら、トスやレシーブ、アタックな
どの基本動作の習得に熱心に取り組んでいました。

固い握手を交わす
小坂コーチと齋藤町長

貴重なお話に真剣な眼差しで
聞き入る生徒たち

生徒ともにバレーボールを
楽しむ江藤さん

受賞した渡辺伸也さん（左）と
岩佐清和さん（右）

イチゴハウスは大賑わい

町長応接室にて（左から岩佐会長、
清野さん、齋藤町長、渡邊理事）

コーチとして再始動！

お見事！ダブルで受賞 真っ赤なイチゴに舌つづみ

柔道アジア大会で金メダル獲得

体動かし楽しさ実感！
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いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー
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１
６

坂
元
公
民
館 

38
―
０
４
１
５

　
　
　
　
　
　
　

37
―
０
０
４
０

深
山
山
麓
少
年
の
森 

37
―
３
１
５
０

歴
史
民
俗
資
料
館

ふ
る
さ
と
伝
承
館

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

37
―
２
９
１
９

　
「
唐
船
番
所
」は
、江
戸
時
代
の

鎖
国
政
策
の
一
環
と
し
て
仙
台
藩

が
設
置
し
た
外
国
船
の
監
視
所

で
、
磯
浜
の
ほ
か
五
カ
所
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
磯
浜
に
唐
船
番
所
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
正
保
三
年（
一
六
四
六

年
）の
こ
と
で
、
当
時
の
様
子
は

「
唐
船
番
所
日
記
」と
い
う
古
文
書

か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
現
在
は
磯
崎
山
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
頂
上
の
東
屋
か

ら
は
遠
く
金
華
山
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
文
化
財 

③

唐と
う

船せ
ん

番ば
ん

所ど
こ
ろ

跡あ
と（

磯
区
）【
町
指
定
文
化
財
】

第
十
一
回

坂
元
公
民
館
ま
つ
り

　
先
月
五
日
㈯
・
六
日
㈰
、坂
元
・

中
浜
小
学
校
児
童
に
よ
る「
坂
元

子
ど
も
お
け
さ
」と「
中
浜
子
ど

も
神
楽
」の
披
露
で
幕
を
開
け
た

坂
元
公
民
館
ま
つ
り
は
、
今
回
か

ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た「
健
康
麻

雀
」と「
茶
道
」体
験
や
屋
台
に
行

列
が
で
き
る
な
ど
、
多
く
の
方
々

で
賑
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
作
品
展
示
で
は
、
細
部

ま
で
こ
だ
わ
っ
た
力
作
に
多
く
の

方
が
足
を
止
め
、
作
品
に
見
入
っ

て
お
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

が
発
表
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
も
来

場
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
で
は
、
手

に
持
ち
き
れ
な
い
く
ら
い
の
バ

ザ
ー
品
を
買
い
求
め
る
方
や
景
品

の
お
も
ち
ゃ
を
手
に
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
は
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
十
一
回
中
央
公
民
館
・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
つ
り

　

先
月
十
二
日
㈯
・
十
三
日
㈰
、

中
央
公
民
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
雪
混
じ

り
の
肌
寒
い
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
い
ま
し

た
。

　

作
品
展
示
や
舞
台
発
表
な
ど

「
ま
つ
り
」を
盛
り
上
げ
る
数
々
の

企
画
は
、
教
室
参
加
者
や
中
央
公

民
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
利

用
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
中
心
に

な
っ
て
準
備
し
て
き
た
も
の
で
、

二
十
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、

テ
ー
マ
を「
飛
躍
」と
し
、数
多
く

の
作
品
展
示
や
、
発
表
者
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
彩
っ

た
舞
台
発
表
な
ど
、
会
場
を
訪
れ

た
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
寒
い
冬
の
時
期
も
終
り
、
暖
か

い
日
が
多
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ

の
ご
ろ
、
少
年
の
森
に
も
、「
ロ

ウ
バ
イ
」や「
ウ
メ
」な
ど
の
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

　
ご
友
人
、
ご
家
族
と
余
暇
の
時

間
を
、
少
年
の
森
で
自
然
に
囲
ま

れ
て
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
き
っ
と
、身
近
な『
春
』が
感
じ

ら
れ
る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
の
活
動
を

 

温
か
く
見
守
っ
て
…

　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
平
成

二
十
二
年
度
の
活
動
が
終
了
し
ま

し
た
。
昨
年
五
月
か
ら
地
域
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
児
童
と
一
緒
に
遊
び
や

体
験
を
行
い
、
放
課
後
の
活
動
を

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

●
新
年
度
に
向
け
て

　

平
成
二
十
三
年
度
も
、「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」で
は
楽
し
い
活

動
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
四

月
に
各
小
学
校
を
通
じ
配
付
を
予

定
し
て
い
る
募
集
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
と
一
緒
に
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
経
験

を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問・申�

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
班

　
昨
年
六
月
か
ら
各
小
学
校
で
開

催
し
て
き
た「
家
庭
教
育
学
級
・

幼
児
学
級
」が
先
月
十
日
㈭
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
閉
講
し
ま
し
た
。

　
三
回
の
学
習
を
通
し
て
、
親
子

と
も
に
、
入
学
に
向
け
て
の
心
構

え
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
閉
講
式

で
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
が
手
渡
さ

れ
、
四
月
の
入
学
式
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
の
開
通
を
目
指

し
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
常
磐

道
建
設
工
事
に
伴
い
、
町
内
各
所

で
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
昨
年
度
に

調
査
が
行
わ
れ
た「
北
経
塚
遺
跡

（
小
平
区
）」の
出
土
品
を
遺
跡
の

図
解
パ
ネ
ル
な
ど
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
町
教
育
委
員
会

が
山
寺
地
区
で
調
査
を
進
め
て
い

る「
谷
原
遺
跡
」な
ど
の
遺
跡
調

査
に
つ
い
て
も
パ
ネ
ル
展
示
に
よ

り
紹
介
し
ま
す
。

第
六
十
四
回
企
画
展

　
「
発
掘
さ
れ
た
山
元
町
」

○
期
間　
三
月
十
九
日
㈯
～

�

五
月
二
十
九
日
㈰

○
場
所　
資
料
館「
企
画
展
示
室
」

○
観
覧
料
金

・
大
人　
　
　
3
0
0
円

・
高
校
生　
　
2
0
0
円

・
小
・
中
学
生
1
5
0
円

【
兼
題
の
部
】〔
葉
牡
丹
・
春
待
つ
〕

　

⃝
特
選 

会
長
賞

　
　

春
を
待
つ
笑
顔
の
母
を
見
舞
ひ
け
り 

髙
橋　

繁
弥

　

⃝
一
席 

町
長
賞

　
　

葉
牡
丹
や
部
屋
に
写
経
の
墨
匂
う 

島
田
啓
三
郎

　

⃝
二
席 

議
長
賞

　
　

身
籠
も
れ
る
嫁
を
囲
み
て
春
を
待
つ 

岩
佐　

輝
於

　

⃝
三
席 

教
育
長
賞

　
　

葉
牡
丹
の
芯
に
埋
れ
て
眠
り
た
し 

星　

か
つ
み

【
席
題
の
部
】〔
日
脚
伸
ぶ
・
三
寒
四
温
〕

　

⃝
遠
藤
秋
尾
先
生
選

　
　

日
脚
伸
ぶ
黙
つ
て
つ
き
く
る
影
法
師 

宍
戸　

輝
子

　
　

四
温
晴
交
わ
す
言
葉
も
や
さ
し
か
り 

渡
辺　

久
子

　

⃝
互
選

　
　

日
脚
伸
ぶ
下
校
の
声
の
は
ず
み
た
り 

小
林　

水
明

　
　

老
い
の
鍬
三
寒
四
温
に
落
着
か
ず 

島
田
啓
三
郎

　
一
月
二
十
三
日
㈰
、坂
元
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
新
春
俳
句
大

会（
若
菜
俳
句
会
主
催
）に
お
け
る
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

第
四
十
四
回　

新
春
俳
句
大
会
入
選
作

　先月11日㈮、ホテル仙台プラザで行われ
た平成22年度宮城県スポーツ合同表彰式（宮
城県・県体協・高体連・中体連の四団体によ
る合同表彰）において、宮城県体育協会から
田所清三氏（牛橋区）と佐藤壽氏（山下区）、宮
城県高等学校体育連盟から伊藤貞悦氏（山寺
区）がそれぞれ表彰されました。
　田所氏は、宮城県剣道連盟理事および亘理
郡剣道連盟会長、佐藤氏は、山元町体育協会
理事および監事として、また、伊藤氏は宮城
県高等学校体育連盟仙南理事（平成17～ 18
年は理事長）として、それぞれスポーツ振興
に長年貢献した功積が認められ、今回の受賞
となったものです。
　皆さん、おめでとうございます。

スポーツ振興に対する
� 貢献で3人が表彰

伊藤貞悦さん

太平洋を望む唐船番所跡

ワイワイ話し方教室「朗読劇」 館内は大賑い

農協婦人会による「フラダンス」

気分は立派な１年生（山二小）

発掘作業の様子

佐藤壽さん 田所清三さん

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

平
成
二
十
二
年
度

�

活
動
の
ま
と
め

楽
し
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

温
か
い
お
も
て
な
し
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
い
ま
し
た

ワ
ク
ワ
ク
、ド
キ
ド
キ
の

�

入
学
準
備

こ
の
春
入
学
予
定
の

�

新
一
年
生
に
修
了
証

山
元
町
最
古
の
遺
跡
！

六
千
年
前
の
縄
文
土
器
な
ど
を
紹
介

「
少
年
の
森
」に

春
が
や
っ
て
き
た
！



広報やまもと3月号 No.380（�0）広報やまもと3月号 No.380（�1）

シリーズ
町にやさしい・地球にやさしいエコ活動�

ホッキちらし（6人分）
町特産“旬のホッキ貝を使ったメニュー”を紹介します

①米は洗ってザルにあげ、水をきっ
ておく。
②ホッキ貝は太めのせん切りにし、
さっとゆでる。米はゆで汁と水
で固めに炊く。
③せん切りにした人参とシメジは
しょうゆとだし汁で味がつく程
度に煮る。絹さやは細くせん切
りにして湯通しする。卵は錦糸
卵にする。
③Ａを混ぜ合わせ、炊きあがったご
飯によく混ぜる。
④酢飯の上に②③を盛り付ける。

　　エネルギー� 345kcal
　　たん白質� 9g
　　塩分� 1.2g

米� 3カップ
ホッキ貝� 4個
卵� 1個
シメジ� 100g
人参� 100g
絹さや� 50g
　　酢� 大さじ3
　　砂糖� 大さじ1
　　塩� 小さじ1/2
しょうゆ� 少々
だし汁� 少々
ホッキ貝のゆで汁

　山元町植物植生調査会（岩佐
和子代表）では、新会員を募集
しています。
　調査会は、深山緑地環境保全
地域や仙台湾海浜県自然環境保
全地域を中心とした植物の調査
や保全を目的とした活動を行っ
ています。
　これまでの主な活動は次のと
おりです。
○主な活動
・�里山、砂浜、防風林内などに
生育する植物の調査
・�小中学校での総合学習補助

　町内にお住まいで、自然や植
物に興味のある方はご連絡くだ
さい。

問・申�植物植生調査会事務局　町民生活課　生活班
� ☎37-1112（内線122）

「山元町植物植生調査会」会員募集

　
こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｒ
予
防
接
種
は
一

回
の
み
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
に
な
っ
て
予
防
接
種
に
よ
り

作
ら
れ
る
免
疫
は
、
年
月
が
経
過

す
る
と
と
も
に
低
下
し
て
い
く
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
よ

り
確
実
な
免
疫
を
体
内
に
作
り
麻

し
ん
・
風
し
ん
へ
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
、小
学
校
就
学
前
一
年
間（
保

育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児
）の
幼
児

を
対
象
と
し
た
M
R
予
防
接
種

（
2
期
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
十
九
年
の
若
年

者
を
中
心
と
し
た
麻
し
ん
の
流
行

を
受
け
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら

五
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
、
中

学
校
一
年
生
と
高
校
三
年
生
を
対

象
と
し
た
M
R
予
防
接
種（
3
期・

4
期
）が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
グ
ラ
フ
を
ご
覧
の

と
お
り
、
2
期
お
よ
び
3
期
の
対

象
者
に
お
い
て
は
麻
し
ん
・
風
し

ん
流
行
を
抑
え
る
た
め
の
予
防
接

種
率
の
目
標
値
と
さ
れ
る
95
％
以

上
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
4

期
の
対
象
者
は
64
．
4
％
と
大
き

く
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
年
齢

・
2
期
…�

保
育
所
・
幼
稚
園
の
年

長
児

・
3
期
…
中
学
一
年
生

・
4
期
…
高
校
三
年
生

○
接
種
料
金　
無
料

○
接
種
方
法

　
指
定
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
り
ま
す
。接
種
希
望
者
は
、

保
健
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

（
平
日
、九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
）

問�

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
4
）

Ａ
⎧
⎨
⎩

予
防
接
種
無
料
期
間
が
今
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
！

麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）の
予
防
接
種
は
、も
う
お
済
み
で
す
か
？

保
育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児
、中
学
一
年
生
、高
校
三
年
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

真庭区内での植生調査風景

東北大学植物園への移動研修会

ホッキーくん

0

20

40

60

80

100

2 期 3期 4期

96.4 96.9
64.4

％

町内における対象年齢別のMR予防接種率
（平成 22年 10月現在）

　

接
種
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
、無
料
期
間
で
あ
る
今
月
中
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

三
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

磯
大
や ま と

和　美
み

宇
う

ちゃん
（敏徳さん）

花　釜
窪
くぼ

田
た

　らんちゃん
（利和さん）

下　郷
横
よこ

山
やま

　千
かず

馬
ま

ちゃん
（智一さん）

山　下
伊
い

藤
とう

　蓮
れん

ちゃん
（麻依さん）

下　郷
伊
い

藤
とう

　瑠
り

桜
お

ちゃん
（整さん）

中　山
山
やま

内
うち

　優
ゆう

梨
り

ちゃん
（美穂さん）

浅生原
佐
さ

藤
とう

　陸
りく

人
と

ちゃん
（真也さん）

牛　橋
森
もり

　ひよりちゃん
（忠洋さん）

花　釜
小
お

野
の

寺
でら

渚
な

央
お

ちゃん
（綾さん）

浅生原
岩
いわ

渕
ぶち

　壱
いっ

成
せい

ちゃん
（篤志さん）

牛　橋
伊
い

藤
とう

　優
ゆう

真
ま

ちゃん
（秀樹さん）

牛　橋
渋
しぶ

谷
や

　翔
しょうき

輝ちゃん
（勝義さん）

不用品リサイクル掲示板

もったいない市
家で眠っているモノ、捨てるにはもっ
たいないモノ、生かしてみませんか。�
●譲ります

品　名 状態 価格

トースター 新品 無料

ホットサンド
メーカー 新品 無料

※�ホームページで品物の写真を見るこ
とができます。
　�もったいない市の受付時間は平日、8
時30分～ 17時15分までです。

問・申�町民生活課　生活班
� ☎37-1112（内線121）
� tyoumin@town.yamamoto.miyagi.jp
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町からの情報は、６～９ページのトピックスにも
記載していますので、あわせてご覧ください。

問：問い合わせ先 申：申し込み先

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の�
� 届出をされる方にお願い
　厚生労働省では、毎年人口動態調査を実施し
ています。この調査は、皆さんからの出生・死亡・
死産・婚姻・および離婚の各届出をもとに、出
生や死亡の状況などを調べるものですが、国勢
調査の行われる年には、人口動態職業・産業調
査を実施し、届書に職業の記入もお願いするこ
ととしています。なお、死亡届には、あわせて
産業の記入もお願いしています。
　なお、調査結果は、今後の厚生労働行政の基
礎資料として活用します。
　本年は国勢調査の年であることから、届出を
される方々にはお手数をおかけしますが、ご協
力をお願いします。
○調査期間
　平成22年4月1日～平成23年3月31日
○調査対象者
　出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出をされる方
○調査方法
　各届書の届出をされるときに、それぞれ職業
を記入していただきます。例えば、「教師」「看
護師」の方は専門・技術職、「一般事務員」「パソ
コン操作員」の方は事務職、「小売店主」「販売
店員」の方は販売職、「美容師」「調理師」「飲食
店主」「ホームヘルパー」の方はサービス職とい
うように記入をお願いします。
　また、死亡届には、農業、建設業、不動産業と
いった産業もあわせて記入をお願いします。
　なお、役場町民生活課または坂元支所窓口に
「出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出をされる方
にお願い（職業・産業例示表）」を備え付けていま
すので、参考のうえ、記入をお願いします。詳し
くは、窓口でおたずねください。

問�町民生活課　☎37-1112（内線128）
� 坂 元 支 所　☎38-0301（内線401）

引
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
す
。�

各
種
届
出
を
お
忘
れ
な

く
！

　

春
は
、
入
学
や
就
職
、
転
勤
な

ど
引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。

　

引
越
し
の
際
に
は
、
転
出
届
・

転
入
届
・
転
居
届
な
ど
各
種
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
う
っ

か
り
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
不

都
合
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
届
出
は
す
み
や
か
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

問�

町
民
生
活
課　
窓
口
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
3
）

坂
元
支
所

☎
38
―
0
3
0
1（
内
線
4
0
0
）

宮
城
県
防
災
航
空
隊�

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

宮
城
県
防
災
航
空
隊
は
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」、平
成
二
十
一

年
四
月
に
角
田
市
・
山
元
町
で
発

生
し
た「
大
規
模
林
野
火
災
」や

「
岩
手・宮
城
内
陸
地
震
」な
ど
で
、

防
災
ヘ
リ『
み
や
ぎ
』の
機
動
力

を
生
か
し
、
被
災
地
で
救
出
・
救

護
お
よ
び
消
火
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
防
災
航
空
隊
で
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
安
全・迅
速
に
行
う
た
め
、

「
笠
野
海
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
」な
ど
で

日
ご
ろ
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
訓
練
の
際
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
防
災

航
空
隊
訓
練
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

宮
城
県
防
災
航
空
隊

☎
0
2
2
―
2
8
8
―
2
3
2
4

高
齢
者
の
人
権
を
考
え
る�

�

講
演
会

　
仙
台
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、「
高
齢
化
が
進
む
社
会
、
高

齢
者
に
と
っ
て
ど
ん
な
社
会
が
望

ま
し
い
か
」、「
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
に
は
」

な
ど
、
高
齢
者
の
人
権
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考
え

る
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

日
時　
三
月
二
十
四
日
㈭

　
統
合
日
以
降
、
名
取
出
張
所
が

取
り
扱
っ
て
い
た
土
地
・
建
物
お

よ
び
商
業
・
法
人
の
登
記
事
務
に

つ
い
て
は
、
本
局
お
よ
び
大
河
原

支
局
で
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ

と
と
な
り
、
名
取
出
張
所
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
法
務
局
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
登

記
事
項
証
明
書
等
の
請
求
お
よ
び

登
記
申
請
手
続
き
等
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、各
種
事
務
の
適
正・

迅
速
な
処
理
に
努
め
、
一
層
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問�

仙
台
法
務
局
名
取
出
張
所

☎
0
2
2
―
3
8
2
―
3
0
3
1

仙
台
法
務
局
大
河
原
支
局

☎
0
2
2
4
―
52
―
6
0
5
3

「
広
報
や
ま
も
と
」�
�

モ
ニ
タ
ー
募
集

定
員　
十
人

資
格　
満
十
八
歳
以
上
の
町
内
の

居
住
者
か
町
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
方

任
期　
四
月
一
日
～

�

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
容　
広
報
や
ま
も
と
を
読
ん
で

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
送
付
い

た
だ
く
と
と
も
に
会
議
等（
年

一
回
程
度
）へ
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

応
募
方
法　
総
務
課
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
に
よ
り
三
月
三
十

一
日
㈭
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　
薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

※�

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
の
氏
名
等
は

一
切
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問・申�

総
務
課　
総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
7
）

info@
tow

n.yam
am
oto.

m
iyagi.jp

20歳がスタート！�
「国民年金」

　20歳を迎えると、様々な権利とともに義務も

生まれます。国民年金に加入することもそのひと

つです。

　皆さんの中には、「年金なんて先のことだから

関係ない」なんて思っている方はいませんか？

　国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳

までのすべての方が加入して、やがて誰にも訪れ

る老後の所得保障だけでなく、障害や死亡といっ

た不慮の事故などにより、私たちの生活の安定が

損なわれることのないよう、みんなで前もって保

険料を出しあいお互いを支えあう制度です。

　また、少子高齢化が進行し現役世代の負担が

年々増加していますが、基礎年金の半分は国庫負

担で賄われているため、現在20歳の方も納付し

た保険料以上の年金が受け取れます。さらに、賃

金や物価の変動に合わせて年金額が改定されます

ので、大変有利です。ただし、加入の手続きや保

険料の納め忘れがあると年金が受け取れないこと

もありますので、「あのときに…」と後悔する前に

必ず国民年金の加入手続きを取りましょう！

　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が

困難な方の場合は、「学生納付特例」や「若年者納

付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度があ

りますので、町民生活課または坂元支所で、国民

年金の加入手続きと併せて申請してください。

　詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせ

ください。
問�仙台南年金事務所　☎022-246-5117

運
転
免
許
証
の
日
曜
窓
口

日
時　
三
月
二
十
日
㈰
、
四
月
三

日
㈰

受
付　
八
時
三
十
分
～
九
時
三
十

分
、十
三
時
～
十
四
時

問�

仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

�

免
許
係

☎
0
2
2
4
―
53
―
0
1
1
1

仙
台
法
務
局�

名
取
出
張
所
分
割
統
合

の
お
知
ら
せ

　
三
月
二
十
二
日
㈫
、仙
台
法
務
局

名
取
出
張
所
は
仙
台
法
務
局
本
局

と
仙
台
法
務
局
大
河
原
支
局
へ
分

割
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

会
場　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

定
員　
三
百
人

内
容

・
テ
ー
マ「�

高
齢
者
と
と
も
に
生

き
る
社
会
」

・
講
師　
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
村
田
幸
子
氏

　
（�

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

同
解
説
委
員
）

問�

仙
台
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
0
2
2
―
2
9
2
―
3
5
9
9

中
小
企
業
向
け�

県
制
度
融
資
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　
三
月
に
県
内
の
学
校
を
卒
業
す

る
方
を
新
た
に
雇
用
す
る
計
画
が

あ
る
方
、
ま
た
は
障
害
者
の
方
を

新
た
に
雇
用
し
た
こ
と
で
法
定
雇

用
率
を
達
成
し
た
県
内
の
中
小
企

業
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
方
は
、「
中
小
企
業
経
営
安
定

資
金
・
経
営
緊
急
支
援
資
金（
雇

用
創
出
枠
）」に
よ
る
融
資
を
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

　
限
度
額
は
3
、0
0
0
万
円
で
、

利
率
は
年
1
．
5
％
の
長
期
固
定

で
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
7
4
4

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.
jp/syokeisi/

○統合後の管轄一覧
登記事務

（土地・建物、
会社・法人）

戸籍事務
人権擁護事務

亘理郡 名取出張所
⇒大河原支局

仙台本局
⇒大河原支局

名取市
岩沼市

名取出張所
⇒仙台本局

仙台本局
（変更なし）

年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ



広報やまもと3月号 No.380（��）広報やまもと3月号 No.380（��）

町
民
バ
ス
有
料
広
告
募
集

　
ぐ
る
り
ん
号
車
内
お
よ
び
停
留

所
標
識
板
へ
掲
示
す
る
広
告（
有

料
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企
業

や
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
、是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
7
）

h
ttp

:/
/
w
w
w
.to

w
n
.

yam
am
oto.m

iyagi.jp/bus.
htm
l町

誌
の
販
売

　
町
政
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し

て
発
刊
し
た
山
元
町
誌「
第
三
巻
」

を
一
冊
2
、0
0
0
円（
税
込
）で

販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

販
売
場
所　
企
画
財
政
課
・
坂
元

支
所
・
中
央
公
民
館
・
歴
史
民

俗
資
料
館

※
二
巻
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

問�

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
1
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
生
・

通
信
講
座
受
講
者
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信

制
高
等
学
校（
普
通
科
）の
学
生

お
よ
び
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・

資
格
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

生
涯
学
習
の
通
信
講
座
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
新
入
生

出
願
資
格

　

�

中
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
す

で
に
卒
業
し
た
方

出
願
期
間

・
一
期

　
～
三
月
三
十
一
日
㈭
ま
で

・
二
期

　
四
月
一
日
㈮
～
二
十
日
㈬
ま
で

入
学
選
考

　

出
願
受
付
順
に
書
類
選
考
し
、

面
接
を
行
い
ま
す

問・申�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

☎
0
4
2
―
5
7
3
―
8
1
1
1

FAX
0
4
2
―
5
7
4
―
1
8
0
5

http://w
w
w
.n-gaku.jp/

sch/invite_index.htm
l

○
生
涯
学
習
通
信
講
座

受
講
期
間　
三
カ
月
～
一
年

※
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

申
し
込
み　
ご
請
求
に
よ
り
、
案

内
書
を
お
届
け
し
ま
す
。電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

受
付
期
間　
通
年
受
付

※�

年
齢
は
ど
の
講
座
・
コ
ー
ス
に

つ
い
て
も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

問・申�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
0
4
2
―
5
7
2
―
3
1
5
1

FAX
0
4
2
―
5
7
4
―
1
0
0
6

http://w
w
w
.n-gaku.jp/life

名
取
市
文
化
会
館

○
津
軽
三
味
線
三
十
人
弾
き

　
「
じ
ょ
ん
が
ら
」

日
時　
三
月
二
十
一
日（
月
・
祝
）

　
十
四
時
～

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定
3
、0
0
0
円

※�

当
日
5
0
0
円
増
し
、二
歳
以

下
の
子
ど
も
を
同
伴
の
保
護
者

ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料

○
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ラ
イ
ブ

　
二
〇
一
一

日
時　
三
月
二
十
七
日
㈰

　
①
十
時
三
十
分　
②
十
四
時

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定
2
、8
0
0
円

※�

二
歳
以
下
の
子
ど
も
を
同
伴
の

保
護
者
ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料

問�

名
取
市
文
化
会
館

☎
0
2
2
―
3
8
4
―
8
9
0
0

え
ず
こ
ホ
ー
ル

○
管
楽
器
＆
指
揮
者

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
一

　
一
線
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演
奏

家
を
迎
え
、
参
加
者
と
交
流
し
、

技
術
向
上
を
目
指
す
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
Ｗ
Ｓ
）を
開
催
し
ま
す
。

　
楽
器
経
験
一
年
未
満
の
方
か
ら

本
格
的
な
サ
ウ
ン
ド
を
目
指
す
方

ま
で
、
自
分
の
サ
ウ
ン
ド
を
楽
し

く
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
料
金

①
一
般
Ｗ
Ｓ

　
三
月
十
九
日
㈯

　
十
九
時
三
十
分
～

　
★
料
金
8
0
0
円

②
初
級
Ｗ
Ｓ

　
三
月
二
十
日
㈰

　
九
時
～

　
★
料
金
3
0
0
円

③
中
級
Ｗ
Ｓ

　
三
月
二
十
日
㈰

　
十
時
五
十
分
～

　
★
料
金
3
0
0
円

※�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
3
0
0
円（
学
生
1
0
0
円
）

申
し
込
み　
受
講
希
望
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
名
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
所
属（
学
校
名
）、
連
絡

先（
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
）を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問�

え
ず
こ
ホ
ー
ル

☎
0
2
2
4
―
52
―
3
0
0
4

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン�

�

ホ
ー
ル
宮
城

○
第
二
回
み
や
ぎ
民
謡
の
祭
典

　
民
謡
を
歌
い
こ
む
宮
城
の
精
鋭

た
ち
が
集
い
、
あ
じ
わ
い
深
い
宮

城
の
う
た
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し

ま
す
。

日
時　
三
月
二
十
日
㈰

　
十
三
時
開
演（
開
場
十
二
時
）

料
金　
全
席
指
定
3
、5
0
0
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

　
「 

ド
ラ
え
も
ん
ふ
し
ぎ
な
星
の

仲
間
た
ち
」

日
時　
三
月
二
十
一
日
㈪

・
一
回
目　
十
二
時
三
十
分
～

・
二
回
目　
十
五
時
～

料
金　
全
席
指
定
2
、0
0
0
円

問�

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

�

宮
城

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
8
6
4
1

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
戸
数　
桜
田
住
宅　
一
戸

家
賃　
所
得
・
部
屋
に
応
じ
て
算

定
し
ま
す
。

敷
金　
家
賃
の
三
カ
月
分

申
込
資
格

　
税
金
・
料
金
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方・�

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方（
持
家

を
有
し
て
い
る
方
は
不
可
）

・�

同
居
親
族
ま
た
は
、
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方（
婚

姻
予
約
者
を
含
む
。
た
だ
し
、

入
居
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
入

籍
し
同
居
す
る
こ
と
）

※�

六
十
歳
以
上
の
方
は
単
身
で
も

可
。（
た
だ
し
、
昭
和
三
十
一

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
申
し

込
み
で
き
ま
す
）

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

・�

入
居
希
望
さ
れ
る
世
帯
全
員
の

総
所
得
金
額
が
公
営
住
宅
法
の

基
準
額（
月
収
15
万
8
千
円
）

以
内
で
あ
る
こ
と
。

募
集
期
間

　
三
月
七
日
㈪
～
十
七
日
㈭

※�

土
・
日
を
除
く
、
九
時
か
ら
十

七
時
ま
で

抽
選
日　
三
月
二
十
四
日
㈭

　
　
　
　
十
時
～

問・申�

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

�

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1（
内
線
2
6
5
）

や
ま
も
と
・
わ
た
り

�

田
園
空
間
博
物
館
事
業

『
集
落
づ
く
り
博
覧
会
』

参
加
者
募
集

　

野
外
ぐ
る
り
ん
友
の
会
で
は
、

今
年
度
実
施
し
た
事
業
内
容
に
関

す
る
発
表
会
と
し
て
、「
集
落
づ

く
り
博
覧
会
」を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
三
月
二
十
六
日
㈯

　
十
時
～
十
三
時

場
所　
笠
野
学
堂
総
合
案
内
所

参
加
費　
大
人
3
0
0
円

※
資
料
代

※
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す

募
集
人
数　
五
十
人
程
度（
定
員

に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
）

締
め
切
り　
三
月
十
七
日
㈭

問・申�

山
元
・
亘
理
田
園
空
間
博

物
館　
笠
野
学
堂
総
合
案
内
所

☎
・
FAX
33
―
6
0
6
6

東
北
地
区
国
立
大
学�

法
人
等
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格　
昭
和
五
十
七
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　
四
月
一
日
㈮
～
四
月

八
日
㈮

※�

受
付
期
間
内
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
設
置
さ
れ
る
受
験
申
込
画

面
か
ら
の
み
の
申
し
込
み
と
な

り
ま
す

第
一
次
試
験
日　
五
月
十
五
日
㈰

第
一
次
試
験
地　
仙
台
市
、
弘
前

市
、盛
岡
市
、秋
田
市
、山
形
市
、

福
島
市

問・申��

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委

員
会　
採
用
試
験
事
務
室

〒
9
8
0
―
8
5
7
7

仙
台
市
青
葉
区
片
平
2
―

1
―

1

（
東
北
大
学
本
部
内
）

☎
0
2
2
―
2
1
7
―
5
6
7
6

FAX
0
2
2
―
2
1
7
―
4
9
3
8

h
ttp
://w

w
w
.b
u
rea

u
.

to
h
o
ku
.ac.jp

/sh
iken

/
annai.htm

l

陸
上
競
技
公
認
審
判
員�

資
格
認
定
講
習
会�

受
講
者
募
集

日
時　
三
月
十
九
日
㈯

　
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

場
所　
岩
沼
市
総
合
体
育
館
二
階

「
会
議
室
」

対
象　
十
八
歳
以
上
で
陸
上
競
技

に
関
心
の
あ
る
方

受
講
料　
6
0
0
円

締
め
切
り　
三
月
十
七
日
㈭

問・申��

亘
理
郡
陸
上
競
技
協
会

�

事
務
局　
佐
藤

☎
0
9
0
―
2
0
2
4
―
7
2
3
1

FAX
0
2
2
3
―
34
―
6
6
3
3

平成23年度 �国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施します。
なお、申し込み用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記ま
でお問い合わせください。

試　験　名 受　付　期　間 第1次試験日

Ⅰ種試験（大学卒業程度） 4月1日㈮～ 4月8日㈮
（インターネットまたは郵送※） 5月1日㈰

Ⅱ種試験（大学卒業程度） 4月11日㈪～ 4月20日㈬
（インターネットまたは郵送※） 6月19日㈰

Ⅲ種試験（高校卒業程度） 6月21日㈫～ 6月28日㈫
（郵送※） 9月4日㈰

※申し込み等郵送の場合には、受付最終日の通信日付印有効。

問�人事院東北事務局第2課　試験係　☎022-221-2022
　�http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

「春の訪れ」（少年の森）
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生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関するこ
とに、保健師・栄養士が相談に応じます。

育児相談にあわせて臨床心理士による発達相談を
行います。希望者は事前に電話で申し込みくださ
い。（発達相談は年4回実施予定です）

精神科医によるこころの相談（認知症の相談も含む）

青少年の非行防止のため、問題を抱える青少年や
親との相談

国や県、町などが行っている仕事についての要望
や苦情相談

土地や建物の名義書き換えなど、登記に関する相
談

生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みご
と相談

商品の安全、品質または訪問販売などに関する苦
情相談
※�水曜日を除く、平日9時～ 16時にも相談でき
ます

人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじめな
どの相談

国民年金、厚生年金など年金に関する相談

第47回　狙われる認知症高齢者へのリフォーム工事の訪問販売！
　いったん減少した住宅のリフォーム工事の訪問販売がまた増えてきています。
　特に、認知症高齢者など判断能力が不十分な消費者の契約の場合は、被害がわかるまでに時間がかかり、
被害が拡大してしまうことがあります。
　最近では、支払いも分割払いではなく、「業者から促されるままに金融機関での現金引き落とし」や「口座
振り込み」により、一度に全額支払ってしまうケースが多くなっていますので、家族や身近な方が注意深く見
守ることが大切です。認知症の症状が見られる場合は、成年後見制度や「まもりーぶ」（※）のサービスを利
用するのも一つの方法です。
　困ったときは、近くの相談窓口に相談しましょう！
※「まもりーぶ」とは…
　�宮城県社会福祉協議会が行う福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理を代行す
る事業です。

問�町民生活課�生活班　☎37-1112（内線122）
　消費生活相談窓口　水曜日を除く、平日9時～ 16時

3月15日から4月14日まで

◆健 康 相 談 4月4日（月）　13時30分～ 16時 ◆育 児 相 談 4月4日（月）　10時～ 11時30分

◆精神保健相談 4月1日（金）　10時～ 11時30分

場所　保健センター　問�保健福祉課　健康づくり班　☎37-1113（内線145）
※相談者が重複するとお待ちいただく場合がありますので、事前の電話予約が便利です。

◆青少年相談 3月22日（火） ◆行政苦情相談 4月8日（金）

◆登 記 相 談 4月12日（火） ◆生 活 相 談 3月16日（水）

◆消費生活相談 4月13日（水） ◆人 権 相 談 3月17日（木）

◆年 金 相 談 3月18日（金）

場所　町民相談室　　時間　13時～ 15時　問�町民生活課　生活班　☎37-1112（内線121）

 診療時間 9時～ 17時
※休日における当番医は、急患患者の医療
業務のみを目的として実施していますの
でご協力をお願いいたします。なお、休日
当番医は変更になることもありますので
新聞などで確認のうえ受診してください。

3/6
（日）

◆佐藤外科内科（亘理町）
　☎34-1251
◆やのめ歯科医院（岩沼市）
　☎23-4048

3/13
（日）

◆三上医院（亘理町）
　☎34-3711
◆めでしま歯科医院（名取市）
　☎022-384-1840
◆山形歯科クリニック（亘理町）
　☎34-2133

3/20
（日）

◆浜吉田駅前内科（亘理町）
　☎33-7377
◆塚辺歯科医院（岩沼市）
　☎24-2211

3/21
（月・祝）

◆平田外科医院（山元町）
　☎37-4055
◆星歯科医院（名取市）
　☎022-384-7008
◆藤田歯科医院（山元町）
　☎37-2277

3/27
（日）

◆やべ内科クリニック（亘理町）
　☎34-3003
◆清水歯科医院（名取市）
　☎022-384-6338
◆津川歯科医院（亘理町）
　☎34-4733

4/3
（日）

◆大友医院ヒロミ小児科（亘理町）
　☎34-3204
◆大手町歯科クリニック（岩沼市）
　☎23-4618

4/10
（日）

◆亘理整形外科（亘理町）
　☎34-5303
◆荘司歯科医院（名取市）
　☎022-384-0101
◆斉藤歯科医院（亘理町）
　☎34-8241

注）�疾患や年齢等によっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

日 月 火 水 木 金 土
… … … … … 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
… … … … … … …

4日 月 火 水 木 金 土
… … 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 … …
… … … … … … …

3

3/6（日）
3/13（日）

◆㈱クリワダ
　☎37-0013

3/20（日） ◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

3/27（日） ◆㈱松村工業所
　☎38-0558

4/3（日） ◆㈱山村設備
　☎38-0150

4/10（日） ◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

複数の修理が入っている場合はすぐに対
応できないことがありますので、ご了承願
います。
問�上下水道事業所　施設班
　☎37-1120（内線253）

会員募集！
子育てサークルなかよし会
　子ども同士の交流やお母さんた
ちの情報交換の場です。子育て中
の皆さん、ぜひ一緒に子育てを楽
しみましょう ！！
場　　所　少年の森　ほか
活動日時　毎週木曜日
　　　　　10時～ 11時30分
問�生涯学習課　生涯学習班
　☎37-5116（内線425）

問�保健福祉課　健康づくり班
☎37-1113（内線145）

実施場所：保健センター
事 業 名 月　日 対象者等 受付時間

母
子
・
成
人
関
係

母子手帳交付 3月22日（火）
4月4日（月）

山元町に住所のある妊
婦

9：30～
� 10：00

1歳6 ～ 8カ月児
健診 3月23日（水）平成21年7～ 9月生まれの幼児 12：30～

� 13：00
3歳児健診 3月24日（木）平成19年7～ 8月生まれの幼児

3 ～ 4カ月児健診 4月6日（水）
平 成22年11月3日 ～
平成23年1月6日生ま
れの乳児

13：00～
� 13：20

1歳1 ～ 2カ月児
健診 4月6日（水） 平成22年2～ 3月生ま

れの幼児
12：00～
� 12：15

幼児歯科健診 4月7日（木） 平成20年10月～ 12月
生まれの幼児

12：45～
� 13：00

予
防
接
種
関
係

百日咳・ジフテリア・
破傷風（三種混合） 3月29日（火） 3カ月～ 89カ月までの乳幼児

12：30～
� 13：00

ポリオ 4月12日（火）平成22年1～ 5月生まれの乳児
12：30～
� 13：00

連 載 消費生活・これだけは知っておこう！

子育て広場
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編集・発行／山元町役場総務課
　〒989-2292　宮城県亘理郡山元町浅生原字作田山32� ☎0223-37-1111
　ホームページアドレス� http://www.town.yamamoto.miyagi.jp
　携帯サイトアドレス� http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/k
　e メールアドレス� info@town.yamamoto.miyagi.jp

QRコード読みとり機能付きのカ
メラ付携帯電話で左記のコードを
読みとると簡単にサイトにアクセ
スできます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

山
元
町
に
お
住
ま
い
で
申
し
込
み
時
に
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
あ
れ

ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
気
に
入
り
の
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
※
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）

問・申

　
総
務
課　
総
務
班（
宛
先
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

この「広報やまもと」は1部当たり約35円です。
印刷所／今野印刷㈱　☎022-288-6123

こ
の
た
び
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン（
共
同
制
作
）が
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　
一
月
下
旬
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
法
被
を
手
に
し
た
時
、「
と

に
か
く
驚
い
た
」と
振
り
返
る

伊
藤
団
長
は
、「
す
ば
ら
し
い

作
品
に
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
」と
協
力
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
語
り
ま
し
た
。

　

依
頼
を
受
け
た
木
村
さ
ん

は
、「
生
地
が
厚
く
て
苦
労
し

ま
し
た
」と
製
作
の
感
想
と
と

も
に
、「
始
め
は
乗
り
気
で
な

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
完
成
し

た
作
品
に
対
す
る
思
わ
ぬ
反
響

に
次
の
作
品
へ
の
製
作
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て

「
防
災
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
た
い
」

と
話
す
伊
藤
団
長
。
現
在
、
具

体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

佐
さ
藤
とう
　耀

よう
大
だい

ちゃん（花釜区）
平成22年1月12日生まれ
お父さん　利幸さん
お母さん　未紗さん
「いっぱい笑って大きくなっ
てね」

齋
さい
藤
とう
　　遥

はるか

ちゃん（笠野区）
平成22年3月18日生まれ
お父さん　徳栄さん
お母さん　比呂子さん
「いつも元気なイイ子です♡」

青
あお
田
た
　海

かい
璃
り

ちゃん（浅生原区）
平成22年10月8日生まれ
お父さん　卓也さん
お母さん　奈津美さん
「かぃたん、元気に明るく育って
ね」

� 1月末現在（前月比）
世帯 	 5,568戸	（△	6世帯）

男 	 8,124人	（△	 2人）

女 	 8,593人	（△	16人）

合計 	16,717人	（△	18人）
出生	 8人	 転入	 23人
死亡	 20人	 転出	 29人
婚姻	 3件
	 △：減少

　
先
月
開
催
さ
れ
た「
中
央
公

民
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま

つ
り
」で
、
手
提
げ
バ
ッ
ク
や

シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
、
き
れ
い
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
消
防
団
の
法
被（
左

写
真
）が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
町
内
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
者
ら
で
作

る
サ
ー
ク
ル〝
キ
ル
ト
〟の
有

志
五
人
が
役
目
を
終
え
た
消
防

団
の
法
被
を
活
用
し
て
製
作
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
消
防
団
の
法
被

は
、
訓
練
や
防
災
活
動
で
襟
や

袖
口
が
擦
り
切
れ
る
な
ど
使
い

古
さ
れ
る
と
、
廃
棄
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
町
消
防

団
の
伊
藤
由
信
団
長（
山
下
区
）

は
、
何
か
再
利
用
の
方
法
は
な

い
か
思
案
し
て
い
た
折
、
山
形

県
を
訪
れ
た
際
に
女
性
が
法
被

生
地
の
手
提
げ
バ
ッ
ク
を
持
っ

て
い
る
の
を
見
て
、「
こ
れ
だ

っ
！
」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
以
前
か
ら
親
交
が
あ

り
、サ
ー
ク
ル〝
キ
ル
ト
〟で
活

動
す
る
木
村
マ
キ
さ
ん（
山
下

区
）へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
快
諾
。

すばらしい作品の数々

食生活改善推進員
おすすめ

旬の味メニュー

ホッキちらし
※�材料・作り方は20ページ
をご覧ください。


